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緒 言

　近年， 本邦の 畜産業 は ， 多頭 多 羽化 に 伴なう大量の

ふ ん尿 に よ っ て，悪臭発生
1》や水質汚濁

2〕な どの 環境

汚染をひ き 起 して い る．従 っ て ，畜産排出物の能率的

処理方法の 確立が 急務 とな っ て い る．

　畜産大動物の 排出物は ， ふ ん 部 と尿部とか らな り，

ふ ん部は排出物の 総 BOD の 約90％ ， 全 懸濁物質 の 95

％以上を占め る．従来 ， そ の 処理 に は， まず固液分離

を 行 い，液部 は 各種廃水処理法や土壌浸透蒸散法
3｝を

適用 して処理 して い る．固形部 に 対 して は，脱 水焼却 ，

土壌埋没に よ る 処理 ， タ イ肥 に よ る 利用，4｝ さ らに 近

年 ， 天 日乾燥 ふ ん お よ び未熟生 ふ ん の多量圃場還元
5）

が各地で 行 われ て い る．しか し，環境の 再汚染 ， 作物

へ の 悪影響 は益々 深刻 な 社会問題 と な りつ つ あ る．

　本研究で は，畜ふ ん の 能率的大量処理法 の確立とそ

＊ 廃棄物の 微生 物 処 理 に関する 研究 （第 4 報）

　 Microbiologica1　Treatments　of 　Waste （IV＞

の 利 用 を目的と して ， まず処理能率の 高い 糸状菌を 分

離 選 出 し， 優良菌株の 混合使用 に よ る処理 と ， その 結

果えられた 糸状菌タ イ肥 に つ い て 基礎的検討 を行 っ た・

“
糸状菌 タ イ 肥

”
の 特徴は，処理物の pH お よ びア ン

モ ニ ア 態 窒素 （NHB −N ）が低 く， 有機態 窒素 （0 ・9・N ）

は増加す る ため，畜 ふ ん特有の 悪臭 が速 や か に 消失す

る点に あ る・

実　験　方　法

　糸状菌 の 分離　　分離培地 の 組成 は ふ す ま抽出液

（ふす ま 100g と水 900　ml を20分間煮沸 し，ガ ーゼ

で 炉過 ） 100　ml
， （NH4 ）2SO40 ．2g

，　 K2HPO40 ．2g
，

MgSO4 ・7HeO 　O．19，ク ロ ラ ム フ ェ
ニ コ ール 20mg お

よ び寒天 2g で ，
こ れ を 120℃ ，

30分間殺菌して 使用

した．畜 ふ ん お よ び タ イ肥 を主分離源 と して ， そ れぞ

れ 20QC，
30℃ およ び 45℃ で 糸状菌 を分離 した．

　有用 菌株の 選出　　選 出培地 は ， 牛 ， 豚お よ び 鶏 の

ふ ん ｝C　3倍量 の 水道水を加え ，
20メ ッ シ ュ で 炉過後，
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欝囂 7譲 に鬻整 し， 綿縫試験管 催 1．§cm ）に 10ml 分

滋三し ・　捻   （゚ユ
・ 30：分闘靉麟した ．　競項毋 分離譲各 1 株

に つ い て 3 讃窺嬢種 し， 泓｝
嬉o鐸 o“c および 45m（三で盗

意 ， 静置 して それぞ れ 7 鷺蘭壕養後 ， 液面の菌蠶を藻

叡 し・5【燻 の蒸留水で 3 繊洗浄後，10eec：で 麓燥して

懿体灘とし齔，

　鑷理靉料　　拠灘試験 に 罍試 した畜ふ ん は乳弗 （混

犧牧蘿と配僉鑢料灘命飼費）， 肥 膏豚 （配 禽飼料飼薄）
の 撰驫後鍛 隣飆以丙の もの を燃罵 した．薩數測定稽お

よ び分析飛試料は答検体の 霹攤鉢 （鎚理ふ ん で は 6 力

燐）か らそれぞれ 10g 　fe操取 し，こ れ をか る くほ ぐし，

均
．一一に して 用 い た．

　薦轍 謝 驚　　髄認試料 109 に つ い て 土 壌 微岳物 の

希飜単赫ε皺
6）に繕 っ で ， 各 々 の 微鑄物 の繭数を 測定 し．

忽 な お，搬濺数醐覦 培鑪とし鴫
一・

殿緇顱数 に は ，

藤糖肉汁寒天培地を ， 大騰餾数に は遠藤矯鮑をそ れぞ

れ 鑼 い た・蛾状識数 に は萠項の 糸状麹分離薦塘地を ，

誠た，敏隷繭数に ｝ま， 麟鞭 ｝av糧鰻観 タ ン パ ク質黷種

壇地をそ れぞれ・縫罵 しs30

°c 嚢 よ び 45°G で 5 騰間壌

獲 し，形 繊 灘 z　 su − twか ら算出 した．

　糸状鰲  分類は ，
Earnett

，

＄）　Ainsworth＆ SUSNtnatn9）

および原儀菌類攤鑑
10）に 從 っ た．

　齢折 法 　　MOD は，龍配試料の leg に 讖頗鏃理 獵

撫水を添椥 し，癈終定蠶 露COmi として ， 米躑標畿鼓

析法助 に難じて 醐定し丸．上飜試料 に つ い て NH3 一蹴

亜硝醗 ・ 磯酸態窒講 （NOe ・NOafiN）は 窃 n 繊 γ駿，
　IE｝

o 罪9曜〉 欝よび概分は衛生麟験灘
3）に従 っ て 捌黨 した．

奚　験　轄 　累

　糸綾營の 鈴離鄰   ぴ 濕戀　　鰹離源か ら ze°C， で 4S

橡，3G鴫 で46概 45°c で 34橡の糸状鬣「を それぞれ分

離 した・賽鷭橡を遷出培地で培饕して繭偉爨を醐定 し，

生欝農終な藏株を選出し、こ れを飃簸 して Tabl酪 に

承 した・次 い で ，無殺齶ふ ん で   繼殖を検 して ， 薦縁

の 第二 次邏 懋を行 っ た・糸擁 鑞増殖 に適 した 水彡｝およ

び錬密饌 に 攤鮒 するteめ 、 豚ふ ん 紛 に靉して 鋸くず

2eを蠶愚地で 混蠢 し， こ れ を 1ξ欝鴾養瓶 （Fig，1）に

入 れ鑒．120
°cβ e牙擱殺臠 した 霰，Tabl ¢ 正（警麟橡を簸

適増聽灘匿で・7 環間墻養 した・乙 の塘養物 E  9 を 種

鰲 と して ， 鋸 くず 709 を 混含 し齔弗，あ るい は豚 ふ ん

35ag に 癢種 し， 覯 翼 容壌饕瓶 に諮め，無殺蕗の

ま ま各爵繚 壌 適邏 で 7 囂閣蟄養を行 い， N，ffs−．v お よ

び B｛＞1） の対照沈較減少率憂算鰹 し虹 　そ の 結畢を

Fig・2 に 承す・NHs −N と BOI ） を最 も鑽黜 こ識少 さ

せ た 歯標 は 300G 擁理 の COPrimiS　inecrgrnteus 　Ne 、8 で

あ っ た が Het励 ithesparittn ： sp ・N   ・鍋 もか な り優れ て

い た・20唄 聯よび 妬 鴨 壌養で 1ま，こ の £ 菌榔 こ軈 齦

す る もの は なか っ た が 評
2 ℃ で は 2協 解 sρ。No ．1が，

45°G で は Adsrigceceum　aibeerlptces　No．蔦 が優れて い た。

　次 い で選 出蘭嫌 の 増殖 に及ぽ す P鐚   影響を，豚 溶、

ん 培地 で 検酎 し瓢 一
般糸状囈は嬲繊 豊で 良妊な魯鸞

を示 すの に 対し， 選出された優泉繭株 は pKS に おい

て も良姫な生欝を示す点 ｝ζ驤徽が認められ た．

　穗菌混 禽  影響　　醜項で 選出され尭繭様の 灘 蓴に

よ る処理動果を検討し允，水分70懸を 禽む騾ふ ん 80に ，

水分まO簓を 禽む鋸 くず20を翦量比 で 添加 し海 もの に，

鋤 融 躑 謝 脚 癖 嬲 N   ・9
，
ae9嫐 impaittm 　＄P．餌。、14

と Mueer　sp ・歯 砥 の 2株混含 および 伽 伽 驪 maStrp −

rlsiSus 　No・＄
・ 齣 ’励 〜論麹 冩灘 厩 P。　Na ．14

，
　A4ttCter柳 ，

N   講 の 3株混用 して 接種 し， li 容墻養瓶 に 蘇密麓

0・4gXSで 詰め，3｛）°C で 培鍵を行赧 い F垉，3 の 継果を

えた・ Cvju’inets瀾 蜘 燃 鄭 No 。8 嶺独綴理 に妣 して 3

種混合 で は BOD
，
　Nffaが やや減Ll冫した．しか し， そ の

差 は僅少 で 顛 厩躑 灘 伽 謝 躑 茜o，8 力耋叢婆鬣 で あ る

と考え られる．

　混禽穂齏による驫疆鮒   綾肘 　　庫処瓔法で は 糸

状繭が 緬餾類 に 優先 して 増殖を嬲始 しなげ れば な らな

照 戀・ユ・ P癒歓 囎 毛繊 t磁 w 織 or 煎 慧o、嘘 緬 夢．

　　1轡 the　c磁 鹹 w 蛭h 蝋 亀蜘 cu 贓 Qn   輪 療
　　鍛麟耄： 廠無 1》嬉 feces童noculateri 　 w 油 麟 x 磁

　　8甑 三珊 of 噸 蜘 s 嬲 翻 鴕郷 No．8，撫 群

　　＄P・No・1 鋤 d 藻 擁 廓 や蜘 2　 sp ．　Nij．14 飢

　　3｛｝°c ，
fbτ 7 驫 y集，

N 工工
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Table 　1． Screening　of 　f皿 ngi 　fbr　fc（〕cs　treatment ・

Strain　No ， Identified　fungi
　　 Dry　mattcr 　of 　mycclium （lng ）

a

　　Pig　　　　　Gow 　　　　 Hen
驚ces ・medium 　 feces−medium 　feces−medium

Gultivation　at　20°C

12

∩
◎

24

　

　

　

11

湿 麗 orb

ハlucoア

σψ r伽 sma ‘rorhizusc

CtadosPotiuhi

HetminthesPon
’
跏

d

15．512

．910
．59

．012

．8

8．610
．87

，25
．58

．8

7．54

．58

．67

，27

．5

Cultivation　at 　300C

145678901234　

　

　

　

　

　

11111

！晦 ‘oγ
bRhizoPus

・4sPergitlus

Aspergi伽 ∫

Cψrま觚

CoPrinus　Mdl ‘ rorhi 之use

CoPrin：∬ macrorhiZttS 　IFO 　8371e

c  泌

PleurotttSCIadosporium

σψ乃arosPorium

飾 ‘π加 伽 sPori 翩
岨

17．21
］．49

．28

．022
，030

．820

．58

．87

．513

．511

．020

．2

0452052255251054410111081386114．33

．68

．65
．416

．614

．213

．08

．56

．212

．812

．014
．0

Cultiva膏on 　 at 　45°G

3785678　

　

　

1111

Mu ‘o 「

CoPrinzasCoprinus

　macrorhizusC

MJrio‘ o‘ 偲 η塞

HumicetaM

祕西ranchea

ψ 卿 ‘06 σ閣雕

7．810
．013

．515

．08

．59

．812

．2

6．76

．810

．29

．56

．38

．48

．2

8．47

．08

．512

，47

．26

．513

．5

晒．Scree血 g　medium 　containing （NH4 ）2SO40 ．2％ ，　MgSO4 ・7H200 ．1％ ，　K2HPO40 ．2％

　and 驚 ces　25％ ，
　was 　a｛加 sted 　to　pH 　6．8　and 　autoclaved 　at 　l　kglcm2ibr　30min ．　 Incuba−

　 tion　was 　done　at　the　described　temperature 　for　7　dayS．
b．Non −septate 　mycelium ； no 　stolon 　was 　f（）rmed ；sporangiophore 　was 　not 　branched ；co −

　1um ・ll・te ・p・ r・ngi ・ b・・ne 　api ・ally ・ n 血・ ・p … ng 玉・ph ・・es・
c．Basid三〇 carp 　well 　developed；pileus　oval ，　brown 　2−5　cm 　diamctcr　with 　many 　gills，　easily

　deliquescent　at 　maturing ； stipes 　creamed 　cQlored ，
3−6　cm ；basidiospores　ovate

，　
dark，

　 6−11μm ，
・．Light　my ・ elium ；・・ nidi ・ph … 1・ng

，
・ept ・t・，　b・a ・・h ・d，　b… ing ・・ nidi ・ ・ucces ・i・dy ・ ・

　 new 　growing　tips； conidia 　dark，　typically　contain 三ng 　morc 　dlan　3　cells，　ellipso 量d，　sQme
−

　 times　sl三ghtly　cuved ，
　end 　rounded ．

e．An　authentic 　strain 　ebtained 　from　the　Institute　f（）r　Fermentation，　Osaka．

い．Table　1 に 示 した 通 り，　 Mucor　sp ・No ・1，　Hetmin−

thasPorium　sp ．　No ．14 両菌 は 20℃ で よ く増殖す るか

ら ， 初期の 比 較的低 温 時 に も細菌増殖 に 打勝 っ て まず

増殖を 開始す る こ とが 期 待 さ れ，従 っ て ， 以下 3 種菌

混合に よ る処理 条件を検討 した，

1） 温度の 検討 ：鋸 くず 20％ を 添加 した牛お よ び豚 の

ふ ん に ， 上記混合種菌10％を接種 し，水 分 65％ に 調 整

した 後 t1 ‘容培養瓶 に 培地疎密度 O．4kg μとな る よ う

に詰めて，20
°C

，
30°C お よび 45℃ で 7 日間培養後 の

菌数を 前記 の方法 に従 っ て 測定 した・そ の 結果，豚 ふ

ん で は，糸状菌数 は 30°C で 1 × 106／g に 達 し， 最 も

良好 な増殖を示 したが，40°C で は糸状菌数は 1・8 ×

N 工工
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Fig2 ．　Dccrcase　in　NH ，
−1V　and 　BOD 　in　the　treatment 　 of 　feces　with 　the　various 　fUngL

　　　　Fresh　feces　of 　pig　or 　cow 　supplemcnted 　with 　20％ sawdust 　 was 　prepared　 as　a

　　medium
，　inoculated　with 　each 蝕 ngal 　strain ，　and 　incubated　fbr　7　days　at　the　respective

　　temperatur ｛ts　of ● 20℃ ，030 °G　or 　O 　45℃ ．
　 　 The 　numbers 　indicate　the　stra 孟n 　No ’

s　 shown 　in　Table 　1．

　　Percentage　dccrease　ratcs 　of 　NH3 −Nor 　BOD ＝
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Fig．3．　 Effect　of　the　mixed 　inoculation　of 　three

　　fungal　strains ．

　　　　Pig　feces　containing 　20％ saw −dust（65％
　　 moisture ）was 　prepared　as 　the　medium 　with −

　　 out 　 any 　 ster 三lization，　 and 　inoculated　 with ：

　　△ Macor　sp ．　No ．1and 　Hetminthosporizam　No ．

　　14；▲ （roρrinus πmc 厂o厂hizus　No．8；● CoPrinus
　　 macrorhizas 　No．8，　 Mueor　sp ．　No．1and　Hel−

　　 minthosPoritun 　sp ．　No ．14；Ocontrol

105tgに減少し，放線菌や細菌 が旺 盛 に 増殖す る こ と

を 認 め た．な お，20℃ で は細菌 の 増殖 は低 下 し、糸

状菌数も 1．2 × 1051gに低下 した．

2） 培地疎密度 の 影響 ：鋸 くず を20％添加 した牛 ， 豚

ふ ん に 種菌10％分 （重 量％）を混合 し， 水分65％ に 調

整 した． こ れ を培養瓶 に そ れ ぞ れ 0．3〜0．7kg の 範囲

で 入 れ，深 さ 16cm （容積 1t）とな る よ うに 圧縮 して

詰め，培地疎密度 と して ， 重量 （kg）／見 か けの 容積 （1）

で 示 した．各培地の 表面 に混合種菌を 接種 し，30℃ で

7 日 間培養 し， 培地表面か ら菌糸 の 増殖先端 ま で の距

離を測 定 した．そ の 結果 ， 菌糸 は O．4kgtl以下で は 16

cm の 底部まで 全面増殖で きた が，0．7kg／1の 密な培地

で は ， 表面 よ り 4cm まで 増殖 した にすぎなか っ た，

3） 添加物 の 影響 ：稲 わ らを 5 メ ッ シ ュ 以 下 に粉砕 し，

こ れを牛あ るい は 豚ふ ん に添加量を 変え て 混和 し，種

菌を接種 して，水分を65％に調整 し，ll 容培養瓶に

0．4kgμとな る よ うに 詰 め，30℃ で 7 日間 培 養後，菌

数を測 定 した．そ の 結果，糸状菌の 生育 は豚 ふ ん に 稲

わ ら20〜30％が最も良く，牛ふ ん で は無添加 または 10

％が良好 で あ っ た．細菌や放線菌 は稲わ らの添加 量 の

増加 に 伴な い 減少す る傾向を 示 した．

4）　含水量 の 影響 ：糸状菌増殖 に お よぽ す牛 ， 豚ふ ん

の 水分含量の 影響を検討 した．牛，豚ふ ん を 20〜25℃

で 5時間通気乾燥 して 水分40％ と した 後 ， 鋸 くず20％

およ び 種菌培養10％を 混合 し，滅菌水で 各水分含量と

なるように 調整 し，
30°C

， 7 日間培養した後，菌数を

測定した．そ の 結果，糸状菌数 は水分50〜60％で 最大

とな り， 水分80％で は著 し く減少 した．

　糸状菌に よ る畜ふ ん の半連 続処理 試験　　以上の処

理 条件を 基 礎 と して ，Fig．4 の フ ロ
ーシ ー

トに よ り，

畜ふ ん の 半 連続処 理 試 験 を 実施 した，自動製 麹 機 （ウ

ィ ザ
ー

技研製200W 型 ）を使用 し，
1 回の処理 ふ ん 量

は 90kg， 層 の 厚 さは 12〜16　cm とした．初回は鋸 く

ずの 添加量 （通常10〜20髟）に よ っ て 水分 を65〜70％

とな るよ うに 調整 して 上 記混合種菌の 接種を行 っ た・

以 後 は 7 〜8 日 目の処理物を種菌 と してふ ん量 の 20〜
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Fig，4．　 Flew 　sheet 　o田 1e 麁c   t爬 atm   t　by   gi，
　　　　In　the 　first　step 　of 　continu 。us 　prece隠 ， 90　i9　fresh　feccs　was 　mixed 　with 　20％　straw

　　・ r2q ％ 3aw ・du呂い nd 　ino    皀d　wi 止 10％　mixed 　seecl 　cu 且tures　of　Cψyin！仔 7  妣 螂

　　No．8
，
　Man 　sp．　No．1and 翩 mitZahOs 幽 齧p．　No ．14

，
　which 　had 　been　previously

　　prep訂 ed 三n 　the 　5ter 丗 zcd 　feces鵬 ¢dium　at　30℃ 董br　10　dayS，　 In　thiS　repOrt ，　the

　　treatrnent 　was 　canied 　out 　for　three　cycles ．

30％ 返 送 し， そ の 返 送量 に よ っ て 水分を調節 し ， 半連

続的に処理した．本報で は 7 回返 送の う ち 2 回返 送の

成績にっ い て の み記述 したが，処理 の品温および pH

の 変化を Fig．5， 6 に 示す．す な わち，壑温 25〜 27°C

で は 牛お よび 豚ふ ん の 品温 は、 処理後 3 日で 最高の
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　pH3 ｛レ蝕how氈ピhe　begining　of 　each

　　曜 1¢ α『treatmen 電．

　　Tho 　abovo 　8ymbok 　arc 　u 駅うd　in　Fig．6．

　　
　 　

E

J 鑓
　

　　　　　　　 Tim● 160yl
F嬉．6．　C蓋凝mg 曜3　in　pH 　and 　ternP¢ 即 吶 匹re 　in 仕」e

　　  ga1 臨   ent 　of ◎ow   ．
　　Only　d鳩 dat菖 in　Cydd 　a 驚 8bown 　in　the

　　I’oioWing 　figures；8量m 偲 t　the   e 　daぬ were

　　obtained 　in　Cyde811　and 　IlI．

32°C およ び 37°C に そ れぞれ達 した，従来の タイ肥製

造 で の 最高晶温 70〜75℃ に比 して ， は る か に 低温で

あう た，6〜7 日後 に は G伽   o而 ζ蹴 No．8 の子

実体 が 形成され，pH は7．8に低下 した．処理9 日目の

子実体形成 の 状況を Fig・7 に示した．処理中の BOD

は，Fまg．8 の通 り，子実体形成時に 著しく減少 した．

さらに NH3 −N ，　NO 昌
・NO 舮 亙 お よ び OT9・N の 糸状菌

処理 に よる変化は ，
Fig・9

，
10 の通りで ， 3〜5 日後，

豚ふ んの NHs −N は糸状菌無接種の 対照 の そ れの％以

下で あ っ た．本法 の 顕著な脱臭効果は ， 前述の処理初

期の 比較的低温 ， 低pH と相ま っ て ， ア ン モ ニ ャ の 揮

散 に よる悪臭 の 発生が抑制され る こ とに よ る もの と考

察 され る．な お ， 子実体 形 成以後に は茸奥 が 認め られ

た．また ， 牛ふ ん で は処理開始直後か ら NH8 ・N が減

F忽 7． F晦   醐 ．  細 N 。．8
　　gmwn 　 o ロ the 　pig 董bc。s 血 此 ◎ o面 nuou5

　　treatment 　by　f丶」ngi ．
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Fig．8．　Changcs 　in　BQD 　during　a　cycle 　of 　the

　　fi皿 gal　treatment 　of 　feces，
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Fig．9．　Changes 　in　 nitrogen 　during　a 　cycle 　 of

　　the　fUngal　treatment 　of 　pig　fbces．
　　− control ；

一一一一inoculated；● Org ＿1V；◎

　　NH3 −N ；ONO2NO3 −N

　　The　abovc 　symbols 　are 　used 　in　Fig．10，

少し1 ア ン モ ニ ヤ臭は豚ふ ん の場合よ りも一層速や か

に 消失 した．また 対照 で は NO2 ・NO3 −N が急速 に 増加

し，硝 化 作用 の 促 進が，認 め られ た が，糸状菌 処理 で

は対照の
1
／2程度で あ っ た． こ れ に対 し， Org −N は大

で ，経時的減少も緩慢で あ っ た．

　牛 ， 豚 ふ ん の 糸状菌処理 に お け る 菌数 の 変化を ，
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Fig．10．　 Changes 　in　 nitrogen 　during　a　cycle 　of

　　the 血 ngal 　treatment 　of 　cow 　feces，
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Fig．11．　 Changes　in　microbial 　numbers 　during

　　acycle 　of 　the 蝕 ngal 　treatmcnt 　of 　pig　feces．

　　− 　control ；
一一一一inoculated； O 　bacterial

　　numbers ； △ E ．　 coli　 numbems ； ◎ Fungal
　 　 numbers

　　The 　above 　symbols 　are 　uscd 　in　Fig．12．

Fig．11，
12 に示 す． 4 日以 後糸状菌数 は急激 に 増 え ，

6 日以後は
一
般細菌数お よび大腸菌数 は さらに減少 し，

10日 以 後 は 対照の 1／10とな っ た．

考 察

　蟻川
4） は，通常の タ イ 肥 製造で は ， 水分を60％ に 調

整 し，品 温 を 5e−−60 °C 以 上 に 上昇 させ る こ とが 必要

条件 として い るが，そ の 初期に は，細菌の 脱 ア ミノ 作

用 に よ り
一

時的 に 大量 の ア ン モ ニ ァ が 生成 し， これ が

高 pH （pH 　8〜9）と 高温 （50〜60°G ）に な る こ と に よ
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Fig．12，　 Changcs　in　microbial 　Ilumbers 　during

　　acyc 韮e ・f　th ・ fungal　t・e ・tment ・f　cow 　feces・

り揮散し， 悪臭 の 主 原因 と な り，次 い で 硝化作 用 が 急

激に進み，処理後期 に は大量 の 亜硝酸，硝酸が 蓄積 し

て 悪臭は減少する と考察 され る・こ の硝化作用は好気

的処理
14 ，15｝に よ っ て促進 され，さ らに 脱 窒 が 起 こ る と

され て い る．一方，NO3 −N 量 の 増大 は保健衛生上好

ましくな い と され て お り，le ｝例えば宮崎
17） らは缶詰 の

トマ Fジ ュ
ー

ス の ス ズ 異常溶出の 原 因 とな る果実中の

NOs −N 蓄積は土壌中の NO3 −N 濃度増大 に 起因す る

こ とを指摘 して い る．他方，丸本
IB ） らは，微生物菌体 ，

こ とに そ の ア ミ ノ 糖区分が 地 力 窒素の 重要 な給 源 で あ

る と考察 して い る．牛 ， 豚 ふ ん の 糸状菌処理で は，品

温 30〜 40DC，水分 50〜60％ ，
　 pH 　6．5〜7．5，培地疎密

度 0。4kgμ以 下 が適当で，　NH3 −N あ るい は NO ・
・N の

よ うな速効性窒素 の 生成は少 ない が ， 糸状菌体に由来

する Org−N が増加 して い るか ら， 本処理法は速 や か

に畜ふ ん を脱臭し，BOD を も急速 に低 下 させ ，短期

間 に タ イ肥化 して畜産公害 の 防止 に 有効 に機能す る と

考察 され る．一
方，促成 され た

“

糸状菌 タ イ肥
”
は多

量 に施肥 した 場合に も，NOs −N に よ る 環 境汚染 の 懸

念 も少 な く， 肥効も優れ て い る と期待 され る．今後 ，

処理装置を試作 し適当な時期 に通 気 と温度を調節す る

こ とに よ り， 処理 期間 を さ らに 短縮 し，大量処 理 シ ス

テ ム を設定す る必要がある，

約

HelminthosPorium　sp ．　No．14 で あ っ た・

2．　 こ の 3 菌株混用 に よ る 畜ふ ん 処理 の 条件 は 水分 50

〜60％，品温 20〜40℃
， 培地 の 疎密度 O．3−一　O・4　tJよ び

pH 　6．5〜7．5 が適 当で あ っ た．

3，　 7 日 目の 処理物 の
一部を種菌と水分調節の 口的で

返送す る こ とを特徴 とす る半連続処理 を 実施 した結果，

7 日後 の タ イ肥 は対照 に 比 して BOD 　34％，　 NH3 −IV

55％が減少 し，また ，
NOs ・NO ，

−N は50％の 低値を示

し，
Org−N は15％多量 に 含 む等 の特徴が認 め られた，

要

　畜ふ ん の 能率的衛生処理 法を確立す るた め，糸状菌

の 選 択 と，そ れ に よ る処理法を検討 し，次 の結果 を得

た，

1． BOD の減少 や NHs −N の 揮散防 止 に 有効 な 菌株

は CePrinus　macrerhizus 　No ．8，　Mueor 　sp ．　No 、1 お よ び
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